
第
四
十
五
回
全
国
交
友
富
山
大
会
は
、

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

に
富
山
第
一
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
支
部

長
地
域
支
部
長
・
本
部
役
員
会
議
に
続

い
て
二
十
七
日
（
日
）
富
山
県
民
会
館

に
全
国
か
ら
校
友
一
、
三
〇
〇
名
が
集

い
、
大
会
旗
の
入
場
で
式
典
が
始
ま
る
。

松
原
富
山
県
支
部
長
が
「
県
支
部
創
設

百
十
年
の
節
目
の
年
に
全
国
校
友
大
会

を
富
山
で
開
催
で
き
た
の
は
県
支
部
校

友
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
心
か

ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
・
大
学
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、

新
校
友
会
会
長
向
殿
政
男
大
会
会
長
が

会
長
と
し
て
最
初
の
思
い
出
深
い
全
国

大
会
で
、
富
山
県
の
風
土
・
美
味
・
人

情
に
触
れ
な
が
ら
母
校
へ
の
思
い
出
を

強
く
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
と

挨
拶
が
さ
れ
、
ま
た
学
校
側
か
ら
長
堀

理
事
長
が
我
が
明
治
大
学
は
常
に
新
し

い
分
野
に
挑
戦
し
前
進
を
続
け
て
お
り

本
学
は
全
国
七
五
〇
大
学
の
中
か
ら
国

化
拠
点
整
備
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
三
〇
）

の
十
三
大
学
に
選
出
さ
れ
名
実
と
も
に

ト
ッ
プ
ユ
ニ
バ
シ
テ
イ
に
な
っ
た
と
力

強
い
言
葉
が
あ
っ
て
、
次
に
納
谷
学
長

の
挨
拶
、
さ
ら
に
石
井
富
山
県
知
事
・

森
富
山
市
長
の
歓
迎
の
言
葉
に
式
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
式
典
の
あ
と
の

イ
ベ
ン
ト
は
地
元
射
水
市
出
身
の
落
語

家
立
川
志
の
輔
師
匠
（
昭
五
一
経
営
卒
）

の
落
語
で
楽
し
み
、
懇
親
会
会
場
で
は

越
中
八
尾
の
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
を
浴

衣
に
編
み
笠
か
ぶ
り
、
優
雅
な
踊
り
に

一
同
魅
せ
ら
れ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
明
治
大
学
の
入
学

試
験
お
よ
び
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

が
終
了
し
、
各
種
推
薦
・
特
別
入
試
を

除
く
一
般
入
試
の
総
志
願
者
数
は
、
史

上
最
高
の
十
一
万
五
千
人
で
確
定
し
、

四
年
連
続
十
万
人
を
超
え
る
と
と
も
に
、

初
め
て
の
十
一
万
人
の
大
台
に
乗
せ
、

十
一
年
間
ト
ッ
プ
だ
っ
た
早
稲
田
大
学

を
抜
い
て
全
国
一
位
に
な
っ
た
。

要
因
と
し
て
は
、
積
極
的
な
大
学
改

革
や
、
今
回
実
施
四
回
目
の
全
国
統
一

入
試
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
多
く

受
験
で
き
る
入
試
制
度
や
、
奨
学
金
制

度
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

過
日
の
民
間
調
査
機
関
の
行
っ
た
、

大
学
志
願
で
受
験
生
の
一
番
受
け
た
い

大
学
に
選
ば
れ
た
明
治
大
学
は
、
文
字

通
り
志
願
者
が
集
ま
り
、
見
事
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
な
っ
た
。

１
佐
藤

勝
彦

Ｓ
31
年
３
月
工
学
部

２
藤
川

強

Ｓ
37
年
３
月
法
学
部

３
橋
本

忠
雄

Ｓ
39
年
３
月
農
学
部

４
嶋
田

京
子

Ｓ
40
年
３
月
文
学
部

５
川
端

信
行

Ｓ
42
年
３
月
工
学
部

６
斉
藤

秀
治

Ｓ
45
年
３
月
政
経
学
部

７
中
川

敏
洋

Ｓ
47
年
３
月
経
営
学
部

８
鈴
木

康
次

Ｓ
54
年
３
月
文
学
部

９
松
島

一
正

Ｈ
2
年
３
月
商
学
部

10
津
曲

俊
明

Ｈ
12
年
３
月
法
学
部

全

国

校

友

富

山

大

会

に

参

加

し

て

支
部
長

堀
越

好
夫
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昨
年
は
、
明
大
船
橋
地
域
支
部
主
催

の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
７
月
と
11
月
２
回

と
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
11
名
・
ム
ー
ン
レ

イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
実
施

し
ま
し
た
。

明
治
大
学
の
卒
業
年
度
お
よ
び
学
部
の

違
い
を
超
え
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
た
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
グ
リ
ー
ン

の
も
と
で
６
回
続
い
て
お
り
ま
す
。

優
勝
者
は
、
７
月
富
田
邦
雄
さ
ん
、
11

月
溝
渕
良
二
さ
ん
が
と
も
に
80
台
と
レ

ベ
ル
の
高
い
ス
コ
ア
で
競
い
合
い
表
彰

式
で
「
楽
し
か
っ
た
・
次
回
も
参
加
し

た
い
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」
等
の

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

明
大
特
別
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
て
、
テ
ィ

オ
フ
は
組
の
メ
ン
バ
ー
の
卒
業
年
度
順

に
行
う
方
法
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

堀
越
会
長
か
ら
「
ゴ
ル
フ
参
加
者
の
輪

を
大
き
く
し
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
集
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
腕
前
は
問
わ
ず
18
ホ
ー

ル
を
無
事
に
歩
け
て
、
19
番
ホ
ー
ル
を

ス
ク
ラ
ッ
チ
で
楽
し
め
る
こ
と
を
目
標

に
気
楽
に
頑
張
れ
ば
よ
い
こ
と
な
の
で

す
。

今
年
も
７
月
と
11
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

幹
事
：
溝
渕
・
穴
澤

◇
21
年
度
地
域
支
部
総
会

5
月
30
日

フ
ロ
ー
ラ
西
船
橋

参
加
人
数

29
名

◇
暑
気
払
い
8
月
29
日

東
魁
楼

参
加
人
数

19
名

◇
ゴ
ル
フ
会

7
月
・
11
月

別
掲
載

◇
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
12
月
6
日
明
治
神
宮

明
治
対
早
稲
田

8
名

◇
地
域
支
部
忘
年
会

12
月
6
日

東
魁
楼

30
名

◇
船
橋
競
馬
場
見
学
会

22
年
1
月
12
日

8
名

◇
明
治
大
学
西
部
支
部
総
会
浦
安
ブ
ラ

イ
ト
ン
ホ
テ
ル

22
年
5
月
9
日

当
地
域
支
部
か
ら

18
名
出
席

現
在
船
橋
市
に
外
国
人
登
録
を
し
た

在
留
外
国
人
は
、
１
万
２
千
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
他
に
未
登
録
者
や
短
期
滞

在
者
を
入
れ
る
と
常
時
約
３
万
人
は
居

留
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

６
０
万
市
民
の
２
％
に
値
し
ま
す
。

そ
し
て
、
他
の
近
隣
市
異
な
る
点
は
、

９
０
ヶ
国
に
及
ぶ
出
身
国
に
あ
り
、
実

に
多
様
な
国
の
文
化
が
、
こ
の
船
橋
に

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
国
際
交
流
協
会

（
以
下
、
協
会
と
称
す
る
）
は
、
こ
の

方
達
を
支
援
す
る
と
同
時
に
「
明
る
い

船
橋
の
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
多
彩

な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
は
、
日
本
語
の
不
得
意
な
外
国
人
向

け
に
、
生
活
に
こ
ま
ら
な
い
程
度
の
日

本
語
を
教
え
る
教
室
を
市
内
八
か
所
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
五
百
人
程

の
受
講
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
１
３
０
人
程
の
協
会
会
員
が
従
事

し
て
い
ま
す
。

②
は
、
船
橋
市
広
報
の
外
国
人
向
け
広

報
紙
と
も
云
う
べ
き
性
格
の
「
よ
う
こ

そ
船
橋
」
を
年
４
回
中
韓
米
西
の
４
カ

国
語
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

③
は
、
在
留
外
国
人
の
諸
々
の
相
談
窓

口
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
役
所
へ
の
届

出
方
法
か
ら
、
子
供
の
就
学
や
夫
婦
喧

嘩
の
仲
裁
ま
で
、
在
留
外
国
人
な
ら
で

は
の
多
種
多
様
な
問
題
が
持
ち
込
ま
れ
、

担
当
者
は
大
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

④
は
、
在
留
外
国
人
同
士
、
そ
し
て
船

橋
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
事
業
で
す
。

毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
「
市
民
と
の

集
い
」
を
始
め
、
料
理
教
室
、
新
春
パ
ー

テ
ィ
、
等
な
ど
多
く
の
交
流
事
業
を
開

い
て
い
ま
す
。

⑤
は
、
姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業
で
す
。

米
国
の
ヘ
イ
ワ
ー
ド
市
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
オ
ー
デ
ン
セ
市
、
中
国
の
西
安
市
と

の
交
流
は
歴
史
も
あ
り
、
多
彩
な
分
野

に
わ
た
っ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

⑥
は
、
市
民
公
開
講
座
で
あ
る
「
世
界

理
解
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。
世
界
の
国
々

に
深
く
関
わ
っ
た
方
々
を
招
い
て
の
講

演
会
で
す
。
毎
回
船
橋
市
広
報
で
聴
取

者
を
公
募
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

以
上
、
活
動
の
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
８
つ
の
委
員
会
で
構

成
さ
れ
、
日
々
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
奮
闘

し
て
い
ま
す
。
校
友
会
の
皆
様
も
ど
う

ぞ
ご
一
緒
に
如
何
で
す
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

船
橋
地
域
支
部
校
友

36
年
経
/
経
卒

船
橋
市
国
際
交
流
協
会
会
長

田
村

泰
一

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

の

実

施

船

橋

市

国

際

交

流

協

会

を

紹

介

し

ま

す
。

明

大

船

橋

地

域

支

部

昨

年

よ

り

こ

れ

ま

で

の

主

な

活

動

に

つ

い

て



先
年
九
月
、
明
治
大
学
全
国
交
友
富
山

大
会
が
開
催
さ
れ
、
船
橋
地
域
支
部
か
ら

は
堀
越
支
部
長
と
古
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
富
山
大
会
は
全
国
か
ら
１
３
０

０
人
の
校
友
（
韓
国
支
部
か
ら
は
２
０
人
）

が
参
加
す
る
大
規
模
な
大
会
で
し
た
。
地

元
富
山
県
か
ら
は
知
事
、
富
山
市
長
が
、

ま
た
普
段
交
流
の
あ
る
早
稲
田
・
慶
応
な

ど
県
内
六
大
学
の
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
来
賓
多
数
が
参
加
す
る
な
ど
、
富
山
県

を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
態
勢
が
出
来
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
翌
朝
の
新
聞
各
紙

が
写
真
入
で
こ
の
大
会
を
報
じ
て
い
た
こ

と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
遠
方
か
ら
の
客

を
歓
迎
す
る
ご
く
自
然
な
気
持
ち
と
共
に
、

観
光
地
を
控
え
た
地
元
か
ら
見
た
期
待
の

大
き
さ
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
全
国
校
友
大
会
に
参
加

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
義

兄
が
以
前
富
山
県
支
部
長
を
し
て
い
た
関

係
で
、
わ
れ
わ
れ
二
夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
加

す
る
こ
と
を
一
年
前
か
ら
決
め
て
い
ま
し

た
し
、
何
処
に
宿
泊
す
る
か
、
ど
こ
へ
観

光
す
る
か
も
、
い
つ
も
の
や
り
方
で
自
然

に
決
ま
り
ま
し
た
。
大
会
の
予
約
申
込
時

に
付
随
す
る
観
光
予
約
シ
ス
テ
ム
が
完
備

し
て
い
た
こ
と
や
、
参
加
者
に
同
伴
者
が

多
い
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
観
光
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
は
確
か
な

よ
う
で
す
。
懇
親
会
場
の
県
支
部
単
位
の

円
卓
で
も
多
く
の
方
と
知
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
校
友
メ
ン
バ
ー
が
夫
婦
で

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
友
好
的
に
会
話
も

盛
り
上
が
り
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
の
式
典
自
体
は
大
会
旗
入
場
で
始

ま
り
、
万
歳
三
唱
で
終
わ
り
ま
し
た
。
式

典
後
の
懇
親
会
は
「
越
中
お
わ
ら
節
」
で

始
ま
り
「
校
歌
大
合
唱
」
で
終
わ
り
ま
し

た
。
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
設
定
さ
れ
た

富
山
県
出
身
「
立
川
志
の
輔
」
の
「
記
念

落
語
」
は
素
晴
ら
し
い
出
来
ば
え
で
し
た
。

そ
の
他
数
多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
企

画
実
施
さ
れ
、
明
治
大
学
全
国
校
友
大
会

開
催
の
規
模
の
大
き
さ
、
担
当
支
部
の
負

荷
の
大
き
さ
が
認
識
さ
れ
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
し
、
楽
し
く
も
あ
っ
た
富
山
旅
行

で
し
た
。
（
記
）

古
村

斉
茂

38
年
工
学
部
卒

地
域
支
部
幹
事

34
年
工
学
卒

副
幹
事
長

溝
渕

良
二

昭
和
38
年
施
行
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
に

よ
り
「
老
人
の
日
」
9
月
15
日
と
老
人

週
間
9
月
21
日
迄
が
設
け
ら
れ
て
ま
す
。

千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
昭
35

年
、
さ
ざ
ん
か
シ
ニ
ア
船
橋
は
昭
39
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、

地
域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者
の
自
主
的

な
組
織
と
し
て
、

1.
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き
甲
斐

と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
を
行
う
と
共
に

2.
そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
地

域
の
諸
団
体
と
共
同
し
、
地
域
を
豊

か
に
す
る
社
会
活
動
に
取
り
組
み

3.
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
、
保
健
福

祉
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
ま
す
。

具
体
的
に
は

1.
健
康
づ
く
り
：
健
康
学
習
、
軽
体
操
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
各
種
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
等

2.
趣
味
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
：

芸
能
、
カ
ラ
オ
ケ
、
絵
画
、
書
道
、

囲
碁
・
将
棋
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、

旅
行
等

3.
学
習
活
動
：
各
種
学
習
講
座
の
開
催
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
等

4.
社
会
奉
仕
・
友
愛
訪
問
：
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
在
宅
福
祉
を
支

え
る
友
愛
活
動
、
社
会
奉
仕
の
日
の

活
動
等

5.
そ
の
他
：
世
代
交
流
・
伝
承
活
動
・

環
境
美
化
運
動
等

以
上
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
全
体
像

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
位
ク
ラ

ブ
の
実
情
に
合
わ
せ
魅
力
あ
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

船
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
284

ク
ラ
ブ
、
会
員
数
一
六
、
五
〇
〇
名
で

事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
抱

え
て
い
る
最
大
の
課
題
は
、
若
年
高
齢

者
の
参
加
が
非
常
に
少
な
い
と
云
う
こ

と
で
す
。
明
大
校
友
の
諸
兄
に
お
か
れ

ま
し
て
は
。
こ
れ
等
の
事
を
ご
考
慮
の

う
え
加
入
促
進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

『
い
っ
ぺ
ん
こ
ら
れ
！
』

越

中

富

山

紫

紺

の

集

い

全

国

校

友

富

山

大

会

に

夫

婦

で

参

加

し

て

さ
ざ
ん
か
シ
ニ
ア
船
橋

（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
経
緯
と
現
況



成
田
街
道

前
原
地
区
の
鎮
守
の
森
に

あ
る
「
御
嶽
神
社
」
で
当
校
友
会
有
志

に
よ
る
最
初
の
お
花
見
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「

御

嶽

神

社

蔵

王

権
現

三

尊

立

像｣

（
県
指
定
有
形
文
化
財
）
は
、
延
宝
元

年
江
戸
時
代
前
原
開
墾
地
の
守
護
神
と

し
て
、
大
和
の
大
峯
山
か
ら
奉
遷
さ
れ
、

住
民
の
崇
敬
を
あ
つ
め
、
精
神
的
さ
さ

え
と
な
っ
て
、
現
在
も
前
原
町
に
生
き

て
い
る
！
。
と

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
御
嶽
神
社
総
代
会
の

役
職
の
一
部
を
、
明
大
校
友
会
当
支
部

役
員
が
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
櫻
見

会
と
併
せ
急
遽
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
の
参
加
者
に
よ
る
ご
意
見
を
基
に
、

次
年
度
以
降
の
開
催
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
実
施
日
平
成
22
年
４
月
４
日

桜
花
鑑
賞
後
本
殿
に
参
拝
し
、
客
殿
に

て
親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
・
神
社
側
幹
事
並
び
に
支
部
役
員

齊
藤
和
夫

御
嶽
神
社
総
代
会
会
長

瀬
山
孝
一

総
代
会
副
会
長

古
村
斉
茂

総
代
会
会
計

参
加
者

堀
越
地
域
支
部
長
他
8
名

校
友
会
館
「
紫
紺
館
」
の
建
設
資

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
、
千
葉
県
西
部

支
部
五
千
四
百
万
円
の
募
金
目
標
に
対

し
、
五
千
五
〇
一
万
円
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
（
一
〇
一
万
円
増
）

こ
れ
も
一
重
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜

と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
長

堀
越
好
夫

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
全
国
校
友
会
代
議
員
総
会
に

於
い
て
十
六
年
に
亘
り
校
友
会
の
運
営
・

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
勇
退
致
し
ま
し
た

青
木
信
樹
前
会
長
（
昭
十
三
年
政
経
卒
）

の
後
任
と
し
て
、
副
会
長
を
長
年
勤
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
明
治
大
学
理
工
学
部

教
授
向
殿
政
男
先
生
（
昭
四
〇
工
卒
）

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
挨
拶
の
中
で
先
生
は
、
大
学
側
と

校
友
会
側
の
両
方
に
精
通
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
両
者
の
架
け
橋
と
な
り
会

長
の
役
割
を
果
た
し
て
行
き
た
い
、
ま

た
明
治
大
学
は
、
校
友
会
・
大
学
の
経

営
者
・
教
職
員
・
在
校
生
・
体
育
会
や
、

各
団
体
のО

Ｂ
会
、
父
母
会
等
が
一
体

と
な
っ
て
連
携
を
蜜
に
し
て
大
学
を
支

援
す
る
と
共
に
、
校
友
会
は
大
学
を
賛

助
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
権
利
自
由
・
独
立
自

治
の
建
学
の
精
神
の
基
で
、
新
し
い
時

代
の
校
友
会
を
創
っ
て
行
き
た
い
と
、

校
友
会
の
運
営
・
発
展
に
力
強
い
意
欲

を
示
さ
れ
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
行
わ
れ
た
全
国
校
友
富

山
大
会
の
式
典
で
は
前
校
友
会
長
の
功

績
を
讃
え
て
感
謝
状
を
贈
ら
れ
、
満
場

の
拍
手
で
労
い
ま
し
た
。

支
部
長

堀
越
好
夫

故
加
藤
先
生
は
、

明
治
大
学
に
奉
職
、

日
本
経
済
史
。
経

済
思
想
史
な
ど
の

講
義
を
担
当
さ
れ
、

ま
た
明
治
大
学
百
年
史
の
編
纂
に
も
携

わ
れ
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

故
大
森
和
行
氏
は
、
当
支
部
創
立
に

最
初
か
ら
加
わ
っ
て
会
計
担
当
と
し
て
、

金
融
関
係
に
勤
務
し
た
実
績
を
発
揮
し
、
、

経
理
の
基
盤
を
造
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。
合
掌

支
部
長

堀
越
好
夫

御

嶽

神

社

花

見

会

の
開

催

☆

☆

訃

報

☆

☆

「
明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部
」

加
藤

隆

氏

昭
和
30
年
明
治
大
学
大
学
院
修
了

明
治
大
学
名
誉
教
授

明
治
大
学
校
友
会
船
橋
地
域
支
部
副
支
部
長

平
成
21
年
10
月
19
日
逝
去

享
年
78
才

大
森

和
行

氏

昭
和
33
年
政
治
経
済
学
部
卒
業

会
計
幹
事

平
成
21
年
5
月
18
日
逝
去

享
年
73
才

米
田

元
治

氏

昭
和
31
年
政
治
工
学
部
卒
業

平
成
21
年
12
月
5
日
逝
去

享
年
78
才

第

13

回

ホ

ー

ム

カ

ミ

ン

グ

デ

ー

平

成

22

年

10

月

17

日

駿

河

台

対

象

卒

年

明

治

大

学

校

友

会

会

長

が

変

わ

り

ま

し

た
。

明

治

大

学

教

育

振

興

協

力

資

金


